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福島原発事故による被ばく住民の健康被害に関する４段階因果関係論（その１）

「核分裂により放射能毒物と化学毒物は同時に生成され原子炉内に蓄積し事故により放出された」
ページ数 内容

３ 核分裂により放射毒と化学毒は同時生成される

４ U-235(熱中性子）、U-235(14ＭeV)、Pu-239(速中性子）の核分裂収率（％）のグラフ

５ 原発核燃料の核分裂生成物に関する基本情報はORIGEN（オークリッジ研究所が公表している核分裂による同位体生成と減衰に関するコード）により算定されてきた

６ 表1 ORIGEN-2における出力情報と単位の記述表

７ 元東京電力福島原発省であった二見常夫氏は「原子力発電所の事故・トラブル分析と教訓（丸善出版）」において「１００万ｋWのPWRが内蔵する主な核分裂生成物およびアクチニ
ドの種類、質量、放射能量」をORIGEN2.2から算定した。

８ 付録１「100万kWのPWR（加圧水型原子炉）が内蔵する代表的核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」その１

９ 付録１「100万kWのPWR（加圧水型原子炉）が内蔵する代表的核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」その２

１０ 付録１「100万kWのPWR（加圧水型原子炉）が内蔵する代表的核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」その３

１１ 福島第一原子力発電所１～３号機から大気中へ放出された放射性物質の量（単位Bq）

１２ 福島第一原発事故直後の1号機、2号機、3号機原子炉内における核分裂生成物の放射能、質量などの基本情報は原子力研究開発機構発行の「JAEA-
DaTa/Code  福島第一原発発電所の燃料組成評価」で公表されていた。

１３ 福島原発事故・核分裂停止後の１号機（１日後）、２号機（３日後）、３号機（３日後）の炉心部に堆積していた放射性テルル（Te-127,Te-127m,Te-129,Te-129m,Te-131,Te-131m,Te-132)、安定テ
ルル(Te-128,Te-130）、放射性ヨウ素（I-129,I-131,I-132,I-133）、放射性セシウム（Cs-134,Cs-137）の①半減期、②放射能（ Bq）と③質量（ｇ）及び⑤放射能毒と化学毒の分類

１４ 核分裂生成物の「①毒 ②化学毒 ③放射毒」とは

１５ 放射能毒（α線、β線）によるDNA損傷と発がんの仕組み

１６ 表７ ORIGEN２に組み込まれている元素の化学毒性:その１（単位は水中の最大許容濃度：ｇ/m3) 

１７ 表8 ORIGEN２に組み込まれている元素の化学毒性その２（単位は水中の最大許容濃度：ｇ/m3）

１８ 表9 広島衛研ニュースに紹介されていた「有害金属(テルル、ウランなど）の急性毒性：LD50の毒性評価表」

１９ テルル化合物の化学毒性総括表
2024/8/31
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核分裂により放射毒物と化学毒物は同時生成される
（１） U-235,Pu-239など原爆、原発の核燃料に、熱中性子，速中性子などを当てて、どのような核分裂核種がど
れくらいの収率（％）でできるかを、核開発をリードしてきたアメリカなどの研究所において実験がなされてきた。

（２） それらの実験データによると、核分裂後に生成される核種は質量数が72～162まで分布し、U-235は質量数
の真ん中（117，118）で二つに割れるのではなく、95を一つのピーク、135を二つ目のピークとするグループに分
かれることがわかってきた。

（３）原爆を製造研究してきたアメリカのロス ・アラモス国立研究所のＴ.R.England and B.f.Riderは「Ebaluation
and Compliation of Fission Product Yield,LA-UR-94-3106(1993)」を公表している。この実験データでは、Th-
232,U-235,U-238,Pu-239どの核燃料に熱中性子、速中性子(14MeV)を当てて、生成核種の収率(％)を測定している。

（４）図1にU-235(熱中性子）、U-235(14ＭeV)、Pu-239(速中性子）の核分裂収率（％）を示す。グラフ下部表記
の核種の累積核分裂収率（200％に規格化）した収率である。中性子の種類は①熱中性子（U-235を使用した原発モ
デル）、②１４MeV(U-235を使用した広島原爆リトル・ボーイのモデル）、③Pu-２３９の速中性子（Pu-239を使
用した長崎原爆ファトマンのモデル）である

（５） 3種類の核分裂収率を見ると、おおむね質量数が95と135の場所にピークがあり、中間の120あたりに谷が
ある傾向は共通していることがわから。原爆、原発では生成核種ごととの収率の違いは多少あるが、生成させる核
種（質量数）そのものは、大きな差はない。すなわち、原爆でも原発でも、初期原爆症を発症させるテルル同位体、
ヨウ素同位体、セシウム同位体は135のピーク質量に近く、比較的高い収率で生成されることがわかる。
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図1 U-235(熱中性子）、U-235(14ＭeV)、Pu-239(速中性子）の核分裂収率（％）
注１：グラフ下部表記の核種の累積核分裂収率（200％に規格化）した収率
注２：中性子の種類は①熱中性子（U-235使用原発モデル）、②１４MeV(広島原爆モデル）、③Pu-２３９の速中性子（長崎原爆モ
デル）

2024/8/31 山田國廣著「核分裂により放射能毒物と化学毒物は同時に生成され原子炉内に蓄積し事故で放出された」 4
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核分裂による生成核種： 記号後の数値は質量数すなわち（中性子数+陽子数）

図1 U-235(熱中性子）、U-235(14ＭeV)、Pu-239(速中性子）の核分裂収率（％）

注１：グラフ下部表記の核種の累積核分裂収率（200％に規格化）した収率

注２：中性子の種類は①熱中性子（U-235使用原発モデル）、②１４MeV(広島原爆モデル）、③Pu-２３９の速中性子（長崎原爆モデル）

U-235(熱中性子） U-235(14MeV) Pu-239(速中性子）



原発核燃料の核分裂生成物に関する基本情報はORIGEN（オークリッジ研究所が公表している核分裂による同位体生成と減衰に関するコード）により算定されてきた
①ORIGEN（THE ORNL ISOTOPE GENERATION AND DEPLETION CODE)は、放射性物質の生成、壊変、減損について計算を行うためのコードシステムである。
②主に原子炉を対象とし、中性子照射や核分裂による放射性核種の生成と、その後の壊変の過程を連立1次方程式体系で表し、行列指数法でその数値解を求める。
③米国立オークリッジ研究所（ORNL）が1973年5月に「ORIGEN-THE ORNL ISOTOPE GENERATION AND DEPLETION CODE」の題名で初版ORIGEN１を公表した。
④ORIGEN2は1980年7月に「ORIGEN2-A Revised and Updated Version of the Oak Ridge Isotope Generation and Depletion Code」という題名で公表され、ORIGEN①の改良
版で、原子炉モデル、断面積、核分裂生成物の生成量、壊変データ等が更新された。
⑤その後、1991年年にはOROGEN2.1が公表され、項燃焼度のPWR（加圧水型原子炉）とBWR（沸騰水型原子炉）を対象とするデータライブラリーが追加された。
⑥2002年には、ORIGEN2.2が公表され、炉内の中性子照射時間ステップを小刻みにする等の改良によって、核分裂生成量の誤差が少なくなった。
⑦日本では、元東電福島第一原発所長の二見常夫氏が「原子力春伝書の事故トラブル 分析と教訓（丸善出版：2012年5月30日発行）」の付録１において、ORIGEN2.2の
データコードから「100万ｋWのPERが内蔵する代表的核分裂生成生成物およびアクチニド種類、質量、放射能量」を算定して公表した。
⑧2011年9月には、日本原子力研究開発機構の西原健司氏らにより「JAEA-DaTa/Code  福島第一原発発電所の燃料組成評価」が公表された。ORIGEN２コードから、福島
第一原発事故直後の1号機、2号機、3号機原子炉内における核分裂生成物の放射能、質量などの基本情報が算定された。
左映像：ORIGEN1の表紙の題名(オークリッジ研究所・同位体生成と減衰のコード） 右映像：ORIGEN２の表紙の題名（改編と更新版）
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表1 ORIGEN-2における出力情報と単位の記述表
番号 表の記述項目 単位１ 単位２ 毒性単位の備考

１ Isotopic composition of each element(各元素の同位体構
造)

atom fraction(原子の分率） weight fraction(質量分率)

２ Composition(構造) ｇ-atom(g-原子) atom fraction(原子分
率）

３ Radioactivity, total(放射能,全体） Ci（キュリー）Ci＝3.7×１０１０Ｂq fractional(濃度、分率） 放射能単位はBqで表示
される

４ Thermal Power（熱出力） watts(ワット） fractional(濃度、分率）

５ Radioactive inhalation toxicity(放射能吸引摂取毒性） m３air(立法メートル、空気） fractional(濃度、分率） 放射能濃度で表示される

６ Radioactive ingestion toxicity(放射能経口摂取毒性） m３water(立法メートル、水） fractional(濃度、分率） 放射能濃度で表示される

７ Chemical ingestion toxicity(化学的経口摂取毒性） m３water(立法メートル、水） ｇ/m3(水中最大許容濃
度）

化学毒性単位は質量濃度
（g/m3)で表示される

８ Neutron-absorption rate（中性子吸収速度） neutrons/s(中性子/秒） fractional(濃度、分率）

９ Neutron-induced fission rate（中性子照射による核分裂速
度）

fission/s(核分裂/秒） fractional(濃度、分率）

１０ Radioactivity,α（放射能、α線） Ci（キュリー）Ci＝3.7×１０１０Ｂq fractional(濃度、分率） 放射能単位はBqで表示
される

１１ (α,n)neutron production（中性子生成量） neutrons/s(中性子/秒）

１２ Spontaneous fission neutron production(自発的な核分裂
時中性子の生成速度）

neutrons/s(中性子/秒）

１３ Photon emission rate(光子放出速度） photns/s(光子/秒） Mev/s(メガ電子ボルト/
秒）
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元東京電力福島原発省であった二見常夫氏は「原子力発電所の事故・トラブル分析と教訓（丸善出版）」において
「１００万ｋWのPWRが内蔵する主な核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」をORIGEN2.2から算定した。
左図： 「原子力発電所の事故・トラブル分析と教訓（丸善出版）」の表紙
右表： 「１００万ｋWのPWRが内蔵する主な核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」の総括表
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に生成され原子炉内に蓄積し事故で放出された」
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付録１「100万kWのPWR（加圧水型原子炉）が内蔵する代表的核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」その１
注：テルル同位体についてはTe-127～Te-135まで１３種類が算定されているが、このうちTe-128とTe-130は放射能はゼロであるがLD50で高度化学毒性を有

して質量は6.15kgと24.7kg であり放射性テルルであるTe-132の質量0.37kgに比べて二けた大きな質量である。
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に生成され原子炉内に蓄積し事故で放出された」
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付録１「100万kWのPWR（加圧水型原子炉）が内蔵する代表的核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」その２
注： LD50で中度毒性を有するBa-138は質量が90kg, Mo-100は63kgと大量に蓄積している。

2024/8/31
山田國廣著「核分裂により放射能毒物と化学毒物は同時
に生成され原子炉内に蓄積し事故で放出された」
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付録１「100万kWのPWR（加圧水型原子炉）が内蔵する代表的核分裂生成物およびアクチニドの種類、質量、放射能量」その３
注：LD50で高度化学毒性を有するU-236は質量が363kg,Pu-239は347kg,Pu-240は129kgと大量に蓄積している。

2024/8/31
山田國廣著「核分裂により放射能毒物と化学毒物は同時
に生成され原子炉内に蓄積し事故で放出された」

10



福島第一原子力発電所１～３号機から大気中へ放出された放射性物質の量（単位Bq）
注：Te-１２７m,Te-１２９m,Te-１３２,Te-１３３,I-１３１,I-１３２,I-１３３,Cs-１３４,Cs-１３７等の放出放射能量が算定されている
出典：原子力安全・保安院「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に係る１号機、２号機、３号機の炉心の状態に関する評価について」より
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福島第一原発事故直後の1号機、2号機、3号機原子炉内における核分裂生成物の放射能、質量などの基本情報は原子力研究開
発機構発行の「JAEA-DaTa/Code  福島第一原発発電所の燃料組成評価」で公表されていた。
注：ＯＲＩＧＥＮ２モデルを使用して２０１１年３月１１日以後の福島第一原子力発電所１号機~４号機の原子内及び使用済み核燃料プールにおける、ホットパーティクル形成核種の質量、
放射能、発熱量などの時間変化が網羅的に算定されていた。
https://jopass.jaea.go.jp>JAEA-Data-Code-2012-018
「ORIGENとは”ORNL Isotope Generation and Depletion Code”のことである。放射性物資の生成、壊変，減損について計算を行うためのコードシステム。主に原子炉を対象として中性子や
核分裂による放射性核種の生成とその後の壊変の過程を算定している。オークリッジ国立研究所（ORNL）が30年以上にわたる長い開発の歴史の中で、いくつかのバージョンを公表してき
た。ORIGEN2〈1981年）は初代ORIGENの改良版で、原子炉モデル、断面積、核分裂生成放射能量、質量、熱量などが算定されている。」

2024/8/31 山田國廣著「核分裂により放射能毒物と化学毒物は同時に生成され原子炉内に蓄積し事故で放出され
た」



福島原発事故・核分裂停止後の１号機（１日後）、２号機（３日後）、３号機（３日後）の炉心部に堆積していた放射性テルル
（Te-127,Te-127m,Te-129,Te-129m,Te-131,Te-131m,Te-132)、安定テルル(Te-128,Te-130）、放射性ヨウ素（I-129,I-131,I-132,I-
133）、放射性セシウム（Cs-134,Cs-137）の①半減期、②放射能（ Bq）と③質量（ｇ）及び⑤放射能毒と化学毒の分類
出典：、原子力研究開発機構が発行している「JAEA-Data/Code2012-018 福島第一原子力発電所のの燃料組評価」より

原発事故前から１号機、２号機、３号機の炉心部に堆積していた②放射能（Bq）と③質量（g)

①半減期
１号機炉心部の
放射能（Bq)

１号機炉心部の
質量（ｇ)

２号機炉心部の
放射能（Bq)

２号機炉心部
の質量（ｇ)

３号機炉心部
の放射能
（Bq）

３号機炉心部
の質量（ｇ)

④Bq当たりの
質量(g/Bq)

⑤毒性の分類

毒物テルル１
族

Te-127 9.35時間 9.48E+16 0.7 1.16E+17 1.2 1.20E+17 1.23 1.02E-17 化学毒＋放射毒

Te-127m 109日 8.19E+15 2.4 1.23E+16 3.5 1.34E+16 3.83 2.86E-16
化学毒＋放射毒

Te-128 7.7×1024年 0 7070 0 6160 0 5810 0 化学毒

Te-129 69.6秒 3.97E+16 0.03 4.28E+16 0.1 4.53E+16 0.584 1.29E-18
化学毒＋放射毒

Te-129m 33.6日 4.33E+16 37.3 6.95E+16 62.4 7.07E+16 63.5 8.98E-16
化学毒＋放射毒

Te-130 2.7×1021年 0 19840 0 24100 0 22700 0 化学毒

Te-131 25分 4.06E+16 0.01 2.26E+16 0.01 2.31E+16 0.0109 4.72E-19
化学毒＋放射毒

Te-131m 30日 1.80E+17 2.0 1.01E+17 3.4 1.03E+17 3.49 3.39E-17
化学毒＋放射毒

Te-132 3.2日 1.57E+18 90.8 1.76E+18 157 1.76E+18 157 8.90E-17
化学毒＋放射毒

I-129 1.57×107年 6.2E+9 9490 7.5E+9 10500 7.1E+9 10800 1.53E-07 放射能毒

放射性ヨウ素

I-131 8.02日 1.26E+18 236 1.87E+18 408 1.86E+18 406 2.18E-16 放射能毒
I-132 2.3時間 1.84E+18 2.8 1.81E+18 4.7 1.81E+18 4.74 2.62E-18 放射能毒

I-133 20.8時間 2.65E+17 6.3 4.58E+17 10.9 4.57E+17 10.9 2.38E-17
放射能毒

放射性セシウ
ム

Cs-134 2.065年 1.90E+17 3970 2.76E+17 5770 2.51E+17 5250 2.09E-14 放射能毒

Cs-137 30.17年 2.02E+17 62700 2.55E+17 79100 2.41E+17 74700 3.10E-13 放射能毒
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核分裂生成物の「①毒 ②化学毒 ③放射毒」とは

◎化学毒と放射能毒の意味

◎毒とは：

「毒とは化学反応によって生物に障害を引き起こす物質＝生体異物のことである」（小城勝相著、体
の中の異物”毒“の科学、講談社ブルーバックス、16Pより）

◎化学毒とは：

「体内に侵入した毒物の分子が、体内で機能する様々な化学反応のどこかに介入することで生体に障
害を与えることである。それは、神経を阻害したり、たんぱく質を編成させたり、エネルギー代謝を
阻害したりする。化学毒は、反応性が高い分子であることが多い。塩素、フッ素などハロゲン元素化
合物に化学毒物が多いのはその例である。生物への化学毒作用には、神経毒、血液毒、細胞毒、発が
ん毒、遺伝毒などに分類される」

◎放射能毒とは：

「α線(陽子と中性子が2個のヘリウムの原子核：5MeV程度)，β線(電子：0.1MeV~5MeV)、γ線
（光子：0.01MeV~5MeV）など放射線は、カッコ内数値で示すようにMeV(100万電子ボルト)単位の
集中的な高エネルギーを有している。放射線が人体組織に入り細胞内のDNAや染色体などの化学結
合を局所的に切断して損傷を与え、がんや他の疾病などを起こすことを「放射能毒」と呼ぶ。DNA
や染色体の化学結合はおおむね5~7eVであり、放射線のエネルギーは桁違いに大きいので、いくら低
線量であってもDNAや染色体の化学結合を切断するエネルギーがあることに注目する必要がある」
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放射能毒（α線、β線）によるDNA損傷と発がんの仕組み
出典：「環境省、放射能の種類と生物への影響」より
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表７ ORIGEN２に組み込まれている元素の化学毒性:その１（単位は水中の最大許容濃度：ｇ/m3) 
注：元素の化学毒性値はORIGEN2のBLOCK DARA サアブルーチンに組み込まれています。以下の表の数値は”水中の最大許容濃度”で単位はｇ
/m3です。これらの値は元素の化学毒性の尺度として使用されます。
文献：G.W.Dawson, The Chemical Toxicity of Elements,BNWL-1815（June 1974）

原子
番号

Element (元素名) Toxicity(毒性⇒水中の最
大許容濃度）⇒ｇ/m3

原子
番号

Element (元素名) Toxicity(毒性⇒水中の最大
許容濃度）⇒ｇ/m3

原子
番号

Element (元素名) Toxicity(毒性⇒水
中の最大許容濃度）
⇒ｇ/m3

１ Ｈ(水素） 3500 21 Sc（スカンジウム） 0.5 41 Nb（ニオブ） 0.02

２ Ｈe（ヘリウム） 0.2 22 Ti（チタン） 0.1 42 Mo（モリブデン） 0.5

３ Ｌi（リチウム） 5.0 23 V（バナジウム） 0.1 43 Tc（テクネチウム） 100

４ Be( 1.0 24 Cr（クロム） 0.02 44 Ru（ルテニウム） 1.0

５ Ｂ（ホウ素） 1.0 25 Mn（マンガン） 0.01 45 Rh（ロジウム） 0.05

６ Ｃ（炭素） 400 26 Fe（鉄） 0.05 46 Pd（パラジウム） 0.05

７ Ｎ（窒素） 0.01 27 Co（コバルト） 0.05 47 Ag（銀） 0.001

８ O（酸素） 45500 28 Ni（ニッケル） 0.05 48 Cd（カドミウム） 0.01

9 F（フッ素） 1.0 29 Cu（銅） 0.01 49 In（インジウム） 0.02

10 Ne（ネオン） 1.0 30 Zn（亜鉛） 0.05 50 Sn（スズ） 0.05

11 Na(ナトリウム） 1000 31 Ga（ガリウム） 0.2 51 Sb（アンチモン） 0.05

12 Mg（マグネシウム） 10 32 Ge（ゲルマニウム） 0.5 52 Te（テルル） 0.2

13 Al(アリミニウム） 0.01 33 As（ヒ素） 0.01 53 I（ヨウ素） 10

14 Si（ケイ素） 5.0 34 Se（セレン） 0.01 54 Xe（キセノン） 150

15 P（リン） 0.01 35 Br（臭素） 3.0 55 Cs（セシウム） 5.0

16 S（硫黄） 50.0 36 Kr（クリプトン） 40 56 Ba（バリウム） 0.5

17 Cl（塩素） 0.15 37 Rb（ルビジウム） 50 57 La（ランタン） 1.0

18 Ar（アルゴン） 10 38 Sr（ストロンチウム） 10 58 Ce（セリウム） 2.0

19 K（カリウム） 1000 39 Y（イットリウム） 0.001 59 Pr（プラセオジム） 1.0

20 Ca（カルシウム） 30 40 Zr（ジルコニウム） 1.0 60 Nd（ネオジム） 0.2
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表8 ORIGEN２に組み込まれている元素の化学毒性その２（単位は水中の最大許容濃度：ｇ/m3）
注：元素の化学毒性値はORIGEN2のBLOCK DARA サアブルーチンに組み込まれています。以下の表の数値は”水中の最大許容濃度”で単位は
ｇ/m3です。これらの値は元素の化学毒性の尺度として使用されます。
文献：G.W.Dawson, The Chemical Toxicity of Elements,BNWL-1815（June 1974）

原子番号 Element (元素名) Toxicity(毒性）⇒水中の最大許
容濃度）⇒ｇ/m3

原子番号 Element (元素名) Toxicity(毒性⇒水中の最大許容濃度）
⇒ｇ/m3

6１ Pm（プロメチウム） 1.0 81 Tl（タリウム) 0.005

6２ Sm（サマリウム） 0.2 82 Pb(鉛） 0.01

63 Eu（ユウロビウム） 0.2 83 Bi（ビスマス） 0.1

64 Gd（ガドリウム） 0.2 84 Po（ポロニウム） 0.2

65 Tb（テルビウム） 0.5 85 At（アスチタン） 10

66 Dy（ジスブロシウム） 1.0 86 Ra（ラドン） 500

67 Ho（ホルミウム） 1.0 87 Fr（フランシウム） 5.0

68 Er（エルビウム） 0.1 88 Ra（ラジウム） 0.001

69 Tm（ツリウム） 0.2 89 Ac（アクチニウム） 0.02

70 Yb（イッテルビウム） 0.1 90 Th（トリウム） 0.0005

71 Lu（ルテチウム） 0.1 91 Pa（プロトアクチニウム） 0.005

72 Hf（ハフニウム） 0.05 92 U（ウラン） 0.5

73 Ta（タンタル） 1.0 93 Np（ネプツニウム） 0.003

74 W（タングステン） 100 94 Pu（プルトニウム） 0.0008

75 Re（レニウム） 10 95 Am（アメリシウム） 0.04

76 Os（オスミウム） 1.0 96 Cｍ（キュリウム） 0.5

77 Ir（イリジウム） 0.8 97 Bk（バークリウム） 0.005

78 Pt（白金） 0.3 98 Cf（カルホニウム） 0.01

79 Au（金） 0.02 99 Es（アインスタニウム） 0.01

80 Hg(水銀） 0.002
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表9 広島衛研ニュースに紹介されていた「有害金属(テルル、ウランなど）の急性毒性：LD50の毒性評価表」
注１：テルル化合物、ウラン化合物、カドミウム、鉛などは高度毒性（LD50が1～１０mg/kg)の評価であった。バリウム、モリブデン、ニオ
ブ、プラセオジム、アンチモン、スズは中毒毒性（ LD50が10～１0０mg/kg）である。
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テルル化合物の化学毒性総括表
 テルル化合物の化学毒性総括表：急性毒性、生 発生毒性、 伝毒性、  ての発 ン性、  毒性、  毒性
（  部分が注 すべき毒性）
出典：国立環境研究所発行：「テルル及びその化合物」など

毒性の種類 毒性の内容 出 

 テルル化合
物の急性毒性
（    ）

 テルル単体のマウスに する経口摂取・半数  量は２０  ｋｇ(単位の  ：体   当たりの経口毒物

量ｍｇ）
 ジメチルテルルのラットに する経口摂取・半数  量は         (注： 酸カリの半数  量は１０ 

   なので、それに  する毒性がある ）。

 テルルは体内に ると 元されて メチル化してジメチルテルルになると毒性が       なる。

 立  研究所発行「テルル

及びその化合物」
（急性毒性 ,  p）より

 テルル化合
物の急性毒性
（急性原爆 
＋金属の ）

 テルルエアロ ルは 、気 を  して、  、中  経に  を  る とがある。吸 すると   、

口内  、金属 、  、ニンニク臭 、 気を生 、経口摂取ではさらに   、  、  を生 る。 に

 ると発 、 みを生 る。

  物  でのテルルの急性毒性は、  、   性  であり、経口摂取では   、 射 下、  、  、

  、  、  、  が みられた。

 ヒトの事 では、２  の亜テルル酸ナトリウムの  カテーテル  では、  、 吸  、チアノー 、

    、  の み、  の   性、  がみられた。 量のテルル    を摂取した    の 性の

  では、 気、  、口内の金属 、 気  のニンイク臭、発熱が生 、   間後には  がみられるよ

 になった。 には  出 がみられた。

  立  研究所発行「テル

ル及びその化合物」

（急性毒性 ,  p、ヒトへの 

 、１３p）より

      , ７t 、２００１

 テルル化合
物の生 発生
毒性

 テルルを一定濃度経口摂取したラットでは、   の水  、   の  、 体 出生 がみられ、 ラッ

トには体 減 がみられた。

 ラットのに一定濃度  のテルル  ると、  では  （主に水  ）および  （     の 化

  ）、 体 出生、生 率の 下、     が められた。 ラットでは 分 前の 出 、   下 が

 められた。
 ラットに 下注射で   性  において、全ての  に 水  及び水 がみられ、  、体 減 、停

   、水  、水 、   出、  出 、 ヘルニア がみられた。

   立  研究所発行「テ

ルル及びその化合物」

（体内  ・代 , p）より
  e  uriu  and it  inor anic
co pound       a ue
 ocu entation, o   、
   , eut  e or c un   ein
 c a t

 テルル化合
物の  子 
害（    
害、  体 
 、リンパ 
の   発な
ど）に関する
 見

 テルル酸アンモニウムは代  性     加のヒト白  で  体  を 発した。

 テルル酸は     加のヒト・リンパ で 核 を 発した。

 亜テルル酸ナトリウム、メタテルル酸ナトリウムは     加のネズミチフス で   子    を 発し

た。

     加の二酸化テルル、メタテルル酸ナトリウムは大  で     害 を 発した。

     加の塩化テルル、亜テルル酸アンモニウムは   で    害を  した。

    立  研究所発行

「テルル及びその化合物」

（発がん性：  子 害性に

関する 見、   p）より

 テルル化合
物の 経毒性
（   経ミ
エリン  ）

   ラット     （ 照    ）を  として  ％、    ％の濃度で にテルルを 加して   日 から  日

間  した      ％ では後 の  が れたが 日後には    になった。   経では 日後から 

性  、 日後から 経シュワン  の  質でテルルの蓄積 がみられるよ になった。  経 で   が

みられたが、   日後には 生ミエリンがみられるよ になった。     ％ では   経  速度は    日後

まで一 して かった。

 立  研究所発行「テルル

及びその化合物」

（中・長期毒性    ）より

         山田國廣著  ルル毒 り  ト     ルの毒性と     
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